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平
和
・
ゴ
ミ
し
尿
収
集
休
み
・
お
盆
の
お
供
え
物

2
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集積場(合同供養会場)案内図�

Ｊ
Ｒ
博
多
南
駅�

泉入口�
交差点�

昇町�
交差点�

小倉交差点�

宝町交差点�

陸上自衛隊�

天国社�
春日斎場�

斎場�
セレモール�
　   春日�

至
日
佐
・�

　
弥
永
団
地�

●春日小�

大谷小●�

天神山小●�

●G・S

いきいきプラザ�社会福祉センター�

至井尻・須玖� 至福岡・井尻�

自衛隊●�
福岡病院�

ふれあい文化●�
センター�

スポーツセンター●�

大土居�
交差点�

塚原台交差点�

紅葉ヶ丘1�
交差点�

光町交差点�

春日公園�

白水大池公園�

斎場 葵会館�

シティホール�
春日�

山水社�
春日中央斎場�

至
牛
頸�

至
筑
紫
野�

県
道
31
号
線�

航
空
自
衛
隊� 市

役
所�

春日横断通り�

春日中央通り�

春日南通り�

春
日
大
通
り�

精
霊
送
り
の
お
供
え
物
は
、
合
同
供

養
会
場
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
行
け
な

か
っ
た
場
合
は
、
盆
明
け
の
燃
え
る
ゴ

ミ
の
出
し
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

精
霊
送
り
の
お
供
え
物
が
、
道
路
や

河
川
、
海
を
汚
す
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
15
日
e

午
後
６
時
〜
10
時

場
所

▽
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
春
日(

昇
町
６
―
１
）

1(

588)

４
９
４
９

▽
山
水
社
春
日
中
央
斎
場(

惣
利
６
―

１
２
７)

1(

595)

６
０
０
０

▽
斎
場
葵
会
館(

上
白
水
１
１
５
―
３)

1(

571)

３
１
２
２

▽
斎
場
セ
レ
モ
ー
ル
春
日(

若
葉
台
西

７
―
１
―
２)

1(

582)

５
７
７
７

▽
天
国
社
春
日
斎
場(

下
白
水
北
７
―
82)

1(

586)

４
９
４
９(

環
境
対
策
課)

ゴ
ミ
・
し
尿
収
集
の
盆
休
み

ゴ
ミ
の
収
集
休
み
　
８
月
13
日
(火)
〜
15
日
(木)

し
尿
の
収
集
休
み
　
８
月
14
日
(水)
〜
18
日
(日)

お
盆
の
お
供
え
物

集
積
場
へ
出
し
て
く
だ
さ
い

「
広
島
と
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ

た
日
」
と
「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を

祈
念
す
る
日
」
に
、
世
界
恒
久
平
和
を

願
っ
て
サ
イ
レ
ン
を
１
分
間
鳴
ら
し
ま

す
。
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
原
爆
死
没
者

・
戦
没
者
の
め
い

福
を
祈
り
、
平
和

祈
念
の
黙
と
う
を

さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

日
時

▽
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日

８
月
６
日
c

午
前
８
時
15
分

▽
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日

８
月
９
日
f

午
前
11
時
２
分

▽
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る

日
（
終
戦
記
念
日
）

８
月
15
日
e

正
午

(

厚
生
課)

原
爆
死
没
者

原
爆
死
没
者
・
戦
没
者

戦
没
者
の
追
悼
追
悼�

平
和
祈
念

平
和
祈
念
の
黙
と
黙
と
う
を
う
を�
原
爆
死
没
者

原
爆
死
没
者
・
戦
没
者

戦
没
者
の
追
悼
追
悼�

平
和
祈
念

平
和
祈
念
の
黙
と
黙
と
う
を
う
を�
原
爆
死
没
者
・
戦
没
者
の
追
悼�

平
和
祈
念
の
黙
と
う
を�

△原爆被災資料（長崎市）

長
崎
原
爆
資
料
館
と
長
崎
平
和
推
進
協
会
の
協
力
で
、
世
界

恒
久
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
「
原
爆
被
災
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

春
日
市
は
、
昭
和
60
年
に
「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
を
行
い
、

核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。

こ
の
機
会
に
家
族
で
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

８
月
１
日
e
〜
８
日
e

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

※
　
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
大
谷
６
―
24
）

内
容

▽
被
爆
写
真
パ
ネ
ル
展
示

▽
遺
品
の
展
示

▽
ビ
デ
オ
上
映(

は
だ
し
の
ゲ
ン
な
ど)

▽
千
羽
鶴
作
成
コ
ー
ナ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

厚
生
課)

△原爆被災展

原
爆
被
災
展
を
開
催
し
ま
す

筑
紫
地
区

「
８
・
６
平
和
の
つ
ど
い
」

人
類
史
上
初
め
て
広
島
に
原
爆
が
投

下
さ
れ
た
８
月
６
日
に
ち
な
み
、
平
和

へ
の
願
い
を
込
め
て
子
ど
も
た
ち
が
劇

や
歌
を
通
じ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま

す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

日
時

８
月
６
日
c

午
後
６
時
30
分

〜
（
開
場
　
午
後
６
時
）

会
場

太
宰
府
市
中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル(

太
宰
府
市
観
世
音
寺

か

ん

ぜ

お

ん

じ

１
―

３
―
１
）

問
い
合
わ
せ
先

「
８
・
６
平
和
の
つ

ど
い
」
実
行
委
員
会

1(

581)

１
０
３
７

※　駐車場が狭いので、車での来場はご遠慮ください。



コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
職
員
募
集

3

バ
ス
の
愛
称
と
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
！

市
内
の
公
共
施
設
な
ど
を
巡
回
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
開
始

(

平
成
15
年
３
月)

ま
で
あ
と
７
か
月
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
春
日
市
に
ふ
さ
わ
し
い
バ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
、
準
備
も
最
終
段
階
に
入
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
市
民
に
親
し
ま
れ
る
バ
ス
と
な
る

よ
う
、
愛
称
と
車
体
に
描
く
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

その５

国
の
丘
歴
史
資
料
館
に
置
い
て
い
ま

す
。

選
考

市
民
公
募
や
福
祉
団
体
か
ら
の

推
薦
で
選
ば
れ
た
15
人
の
市
民

か
ら
な
る
「
春
日
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
導
入
市
民
懇
話
会
」

に
お
い
て
審
査

※

採
用
さ
れ
た
愛
称
お
よ
び
デ
ザ
イ

ン
を
一
部
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

謝
礼(

採
用
者
の
み)

▽
愛
称
　
５
万
円

▽
デ
ザ
イ
ン
　
10
万
円

※

採
用
さ
れ
た
作
品
に
複
数
の
応
募

が
あ
っ
た
場
合
、
謝
礼
額
は
人
数
割

と
な
り
ま
す
。

結
果
発
表

採
用
者
本
人
に
通
知
し
、

市
報
か
す
が
の
11
月
１
日
号
に

掲
載
す
る

※

応
募
作
品
は
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
採
用
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権

は
、
春
日
市
に
帰
属
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課

(

〒
816
―
８
５
０
１
春
日
市
役
所)

Ｅ
メ
ー
ル

to
si@
city.kasu

ga.fu
ku
o
ka.jp

応
募
対
象

市
内
に
居
住
し
て
い
る
人

応
募
方
法

▽
愛
称
の
み
応
募
す
る
場
合

８
月
30
日
f(

消
印
有
効)
ま
で
に

指
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
郵
送
す
る
か
直
接
窓
口
に
提

出
す
る

※

Ｅ
メ
ー
ル
で
の
応
募
の
場
合
は
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

職
業
、
愛
称
、
愛
称
の
趣
旨
を
明

記
し
て
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
デ
ザ
イ
ン
の
み
、
ま
た
は
愛
称
と
デ

ザ
イ
ン
の
両
方
を
応
募
す
る
場
合

８
月
30
日
f(

消
印
有
効)

ま
で
に

指
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
デ
ザ
イ
ン
画
を
添
え
て
郵
送

す
る
か
直
接
窓
口
に
提
出
す
る

※

指
定
の
応
募
用
紙
と
デ
ザ
イ
ン
画

用
紙
は
、
市
役
所
、
ふ
れ
あ
い
文
化

セ
ン
タ
ー
、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
、
奴

平成14年度の春日市職員採用試験を行います。
試験区分・採用予定人員・対象
○競争試験

u一般事務Ａ　７人程度
昭和51年４月２日から同56年４月１日までに生まれ
た人(身体障害者手帳を持っている人
は、昭和48年４月２日から同56年４月
１日までに生まれた人)

u一般事務Ｂ　１人
昭和55年４月２日から同60年４月１日
までに生まれた人(身体障害者手帳を持
っている人は、昭和52年４月２日から
同60年４月１日までに生まれた人)た
だし、大学の在学期間が２年を超える
人を除く。

u土木　１人
昭和48年４月２日から同56年４月１日
までに生まれた人

○身体障害者を対象とする選考試験
u一般事務　１人

身体障害者手帳を持っている人で昭和48年４月２日
から同60年４月１日までに生まれた人

第１次試験日 ９月22日a

試験会場 第一経済大学（太宰府市五条３―11―25）
※　試験は活字印刷文により出題し口頭による面接試験を

行います。また、採用後は自力により通勤
でき、介助者なしで事務を遂行できる人を
対象とします。
受付日時 ７月29日b～８月21日d(平日

のみ) 午前８時30分～午後５時
申込方法 申込用紙に必要事項を記入し、

郵送するか直接窓口に提出する(郵送
の場合は受付最終日の消印有効)

※ 申込用紙は人事法制課人事担当窓口で
受け取るか、市ホームページからダウン
ロード(印刷)してください。
申込・問い合わせ先 人事法制課人事担当
【http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/】



離
別
や
死
別
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

父
と
生
計
を
共
に
し
て
い
な
い
世
帯
ま

た
は
父
に
重
度
の
障
害
が
あ
る
世
帯
に

対
し
て
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

次
に
該
当
す
る
児
童
が
18
歳
到
達
後

最
初
の
３
月
31
日
ま
で
（
障
害
児
の
場

合
は
20
歳
未
満
ま
で
）支
給
さ
れ
ま
す
。

▽
両
親
が
離
婚
し
た
児
童

▽
父
が
死
亡
し
た
児
童
（
遺
族
年
金
受

給
者
は
除
く
）

▽
父
が
重
度
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童

（
児
童
が
公
的
年
金
の
加
算
対
象
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
）

▽
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

▽
父
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

児
童

▽
父
が
法
令
に
よ
り
１
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
児
童

▽
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た

児
童

こ
の
手
当
は
申
請
が
必
要
で
す
。
た

だ
し
、
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る

に
至
っ
た
日
（
両
親
の
離
婚
し
た
日
、

父
の
死
亡
し
た
日
な
ど
）
か
ら
起
算
し

て
５
年
間
を
経
過
す
る
と
、
認
定
の
請

求
は
で
き
ま
せ
ん
。

所
得
に
応
じ
て
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
こ
の
計
算
方
法
が
８
月
か
ら
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

全
部
支
給

▽
一
人
目
　
４
万
２，

３
７
０
円(

月

額)

▽
二
人
目
　
５，

０
０
０
円(

月
額)

加

算
▽
三
人
目
以
降
　
３，

０
０
０
円(

月

額)

加
算

一
部
支
給

一
部
支
給
手
当
月
額
＝
Ａ
―
Ｂ

※

Ａ
＝
４
万
２，

３
６
０
円
（
児
童

１
人
）、
４
万
７，

３
６
０
円
（
児

童
２
人
）、
５
万，

３
６
０
円
（
児

童
３
人
）

※

Ｂ
＝
（
本
人
所
得
額
―
Ｃ
）
×

０
・
０
１
８
７
０
５
２

（
10
円
未
満
四
捨
五
入
）

※

Ｃ
・
・
・
扶
養
親
族
０
人
の
場
合

は
、
19
万
円
、
以
後
１
人
に
つ
き
38

万
円
加
算
。
老
人
控
除
対
象
配
偶
者

又
は
老
人
扶
養
親
族
１
人
に
つ
き
10

万
円
加
算
。
特
定
扶
養
親
族
１
人
に

つ
き
15
万
円
加
算

児
童
扶
養
手
当
に
は
所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
手
当
を
受
け
る
母
や
養

育
者
ま
た
そ
の
同
居
者(

扶
養
義
務
者)

の
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
所
得
制
限
額
が
８
月
か
ら
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

現
在
春
日
市
内
の
母
子
世
帯
は
１，

２
９
８
世
帯
。
家
族
形
態
の
変
化
に
伴
い
、
こ
の
数
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
女
性
が
一
人
で
子
ど
も
を
育
て
な
が
ら
働
き
、
生
活
し
て
い
く
こ
と

は
大
変
な
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
母
子
世
帯
の
生
活
の
安
定
と
自
立
促
進
の
た
め
に
児
童
扶
養

手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
で
こ
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
の
は
８
２
２
世

帯
で
す
。

８
月
か
ら
こ
の
児
童
扶
養
手
当
制
度
が
変
わ
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
よ
り
身
近
な
窓

口
で
あ
る
市
が
事
務
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

児
童
扶
養
手
当
が
変
わ
り
ま
す

児
童
扶
養
手
当
と
は

手
当
の
額

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

児
童
扶
養
手
当

4
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受
給
資
格
者
が
母
で
あ
る
場
合
、
所

得
の
範
囲
に
非
課
税
所
得
で
あ
る
養
育

費(

金
品
等)
の
８
割
相
当
額
を
算
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▽
特
別
障
害
者
控
除
の
額

35
万
円→

40
万
円

▽
寡
婦
控
除
の
廃
止

受
給
資
格
者
が
母
の
場
合
、(

特
例)

寡
婦
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

現
在
こ
の
手
当
を
受
給
し
て
い
る
人

は
現
況
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現

況
届
は
、
前
年
の
所
得
状
況
、
養
育
状

況
な
ど
を
毎
年
確
認
す
る
も
の
で
す
。

現
況
届
を
し
な
か
っ
た
場
合
、
８
月

分
以
降
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、
個

別
通
知
を
行
う
ハ
ガ
キ
に
記
載
し
ま
す
。

期
間

８
月
12
日
b
〜
30
日
f

受
付
　
問
合
わ
せ
先

こ
ど
も
未
来
課

母
子
児
童
担
当

市
は
母
子
家
庭
の
自
立
促
進
に
向
け

て
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
、
無
利
子

や
低
利
で
の
貸
付
な
ど
が
あ
り
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(

こ
ど
も
未
来
課)

老齢基礎年金は、通常
65歳からもらい始めます
が、請求すれば60歳から
繰り上げてもらうことが
でき、逆に70歳まで繰り
下げた後もらうこともで
きます。
ただし、請求をすると

きの年齢によってもらえ
る年金額が増減します。
よく考えて選択しましょ
う。

所
得
の
範
囲
が
変
わ
り
ま
す

所
得
額
の
控
除
が
変
わ
り
ま
す

現
況
届
が
必
要
で
す

ご
相
談
は

注意
u請求後に、事故や病気で障害を負っても、障害基礎
年金は受けらません

u繰上げ請求によって決定した金額は、以後変更され
ません

u高齢任意加入ができません
uすでに、ほかの年金を受給している場合は、その年
金は支給停止になることがあります
※　詳しくはお問い合せください。
問い合わせ先
u南福岡社会保険事務所

1(552)6111
u市国保年金課年金担当

老齢基礎年金の繰上げ・繰下げ請求について

児
童
扶
養
手
当
・
国
民
年
金
・
夏
祭
り
ス
ナ
ッ
プ
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

5

春日の夏を彩る夏祭り。とりわけ８月は、あんどん祭りや地区祭り、伝統祭りなど
が目白押し。あなたもこれらの夏祭りに出かけ、心に残る風景を写真に収めて応募し
てみませんか。
応募要領
規格 カラープリント２Ｌサイズ（127㎜×178㎜） ※　デジタルカメラでも可。
応募方法 写真の裏に①住所②氏名③年齢④電話番号⑤撮影日⑥撮影場所⑦題名を書

いたメモ用紙をはり、９月10日C(必着)までに窓口に持参、または郵送する
賞 u特選(１人)図書券5,000円分u準特選(１人)図書券3,000円分u入選(５人)図

書券3,000円分
応募・問い合わせ先 広報担当(〒816-8501春日市役所)

※　７月15日号に掲載した地区祭りの日程に白水ヶ丘地区がもれていました。
お詫びいたします。
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健
たけ

ちゃんバンドがやってきた！

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

天
神
山
小
学
校
で
、
６
月
29
日
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
主
催
す
る
恒
例
の
ふ
れ
あ
い
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会
が
行
わ
れ
、
児
童
、
保

護
者
、
先
生
な
ど
５
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
ソ
フ
ト
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
に
替
え
て
だ
れ
も
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
採
用
。

ク
ラ
ス
対
抗
試
合
で
は
、
初
め
て
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
経
験
す
る
１
年
生
が
コ

ー
ト
内
を
走
り
回
っ
た
り
ボ
ー
ル
を
取

っ
た
り
大
健
闘
。

一
方
、
高
学
年
に
な
る
と
、
力
強
い

ボ
ー
ル
を
投
げ
る
た
び
に
歓
声
が
あ
が

り
、
思
い
っ
き
り
力
を
出
し
切
っ
て
い

ま
し
た
。

学
校
週
５
日
制
導
入
後
の
土
曜
日
に

ふ
さ
わ
し
く
、
児
童
、
先
生
、
保
護
者

が
一
緒
に
楽
し
め
た
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

と
な
り
ま
し
た
。

（
広
報
レ
ポ
ー
タ
ー
　
野
見
山

の

み

や

ま

啓
子

け

い

こ

）

男
女
共
同
参
画
週
間
講
演
会

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
最
終
日
の

６
月
29
日
、
市
役
所
大
会
議
室
で
「
女

性
と
男
性
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築

く
た
め
に
」
と
題
し
た
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

講
師
は
九
州
大
学
大
学
院
法
学
研
究

院
教
授
の
藪
野

や

ぶ

の

祐
三

ゆ
う
ぞ
う

さ
ん
。
歴
史
上
の

人
物
の
夫
婦
関
係
を
例
に
取
り
、
人
格

を
尊
重
し
た
夫
婦
関
係
と
は
ど
う
い
う

も
の
か
に
つ
い
て
解
説
し
ま
し
た
。

ま
た
、「
人
間
は
人
格
は
平
等
だ
が
、

能
力
に
は
差
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
強

い
人
間
に
は
弱
者
を
擁
護
す
る
義
務
が

あ
る
。
相
手
の
話
を
よ
く
聞
い
て
」
と

訴
え
ま
し
た
。
藪
野
さ
ん
の
冗
談
も
交

え
た
軽
妙
な
語
り
口
に
会
場
は
笑
い
に

包
ま
れ
た
ま
ま
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

同和問題講演会
自作自演の一人芝居で熱演

u
楽
し
い
話
の
中
に
も
男
女
平
等
の
キ
ー

ワ
ー
ド
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
春
日

Ｄ
Ｖ
解
決
へ
向
け
て

Ｄ
Ｖ(

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ

ン
ス)

に
悩
む
女
性
へ
の
援
助
活
動
を

行
っ
て
い
る
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
春

日
が
、
７
月
１
日
、
市
役
所
を
訪
れ
、

「
女
性
の
た
め
に
変
化
を
も
た
ら
す
助

成
金
」
交
付
決
定
を
井
上

い
の
う
え

市
長
に
報
告

し
ま
し
た
。

同
団
体
は
、
こ
の
助
成
金
で
被
害
を

受
け
た
女
性
や
子
ど
も
が
立
ち
直
る
た

め
の
計
画
や
自
立
の
た
め
の
職
業
訓

練
、
外
国
人
女
性
の
た
め
の
日
本
語
教

育
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

田
中

た

な

か

会
長
は
「
今
後
も
、
被
害
女
性

が
生
活
す
る
施
設
を
充
実
さ
せ
た
り
、

相
談
窓
口
を
紹
介
す
る
カ
ー
ド
を
作
成

し
て
配
布
す
る
な
ど
の
活
動
を
続
け
て

い
き
ま
す
」
と
Ｄ
Ｖ
の
解
決
に
向
け
て

の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。△井上市長のもとを訪れた国際ソロプチミスト春

日のみなさん（一番右が田中会長）

同和問題啓発強調月間にちなんだ講演会が、７月６日、
ふれあい文化センターで開かれ、女優の小林泉

こばやしいずみ

さんが｢母
さん、笑って｣と題した一人芝居を演じました。
この芝居は、同和地区出身者との結婚に猛反対する母親

の物語で、制作や演出は小林さん本人が手掛けたもの。実
際に演じているのは、母親役の小林さん一人なのに、ほか
の登場人物も見えてきそうな迫真の演技を披露しました。
いまだなくならない結婚差別など、同和問題に対する小

林さんの強い思いが伝わってきて、満員の会場から盛んな
拍手が送られました。

７月６日、ふれあい文化センターで、学習障害児といわ
れる健

たけ

志
し

さんとその両親で結成する｢健ちゃんバンド｣のコ
ンサートが行われました。
障害があってもその子の個性に目を向けてほしいと｢子

育てネットワーク春日｣が「春日市ことばの発達を考える
親の会」と協力して催したもので、約250人の市民が健志
さんのドラムや両親のギターに聴き入りました。
演奏の合間には、子育て中の体験談など両親の率直な思

いも語られ、この家族の温かさや前向きな姿勢に、観客は
勇気付けられるように何度もうなづいていました。

△井上市長も
街頭啓発

v
一
人
芝
居
を
演
じ
る
小
林
泉
さ
ん

u
熱
演
す
る
健
志
さ
ん
（
中
央
）
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春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

あ
ん
ど
ん
祭
り
を
記
念
し
て
開
催
さ

れ
る
テ
ニ
ス
大
会
で
す
。

日
時

８
月
18
日
A
（
雨
天
中
止
）

午
前
８
時
30
分
受
付

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト(

大
谷
６
―
28)

種
目

▽
Ａ
パ
ー
ト
　
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス（
一

般
）

▽
Ｂ
パ
ー
ト
　
１
２
０
歳
ミ
ッ
ク
ス
ダ

ブ
ル
ス(

ペ
ア
の
年
齢
の
合
計
が
１

２
０
歳
以
上)

※

50
歳
以
上
の
女
性
は
、
10
歳
加

算
で
き
ま
す
。

参
加
資
格

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

す
る
人
、
ま
た
は
春
日
市
テ
ニ

ス
連
盟
に
所
属
す
る
人
（
Ｂ
パ

ー
ト
の
場
合
は
、
ど
ち
ら
か
一

人
が
該
当
す
れ
ば
可
）

参
加
料(

１
組)

▽
一
般
　
３，

０
０
０
円

▽
連
盟
会
員
　
２，

０
０
０
円

申
込
方
法

８
月
９
日
F
（
必
着
）
ま

で
に
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
往
復
ハ

ガ
キ
で
、
ペ
ア
の
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
勤
務
先
伝
え
る

（
過
去
の
優
勝
者
は
そ
の
旨
も

記
入
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

テ
ニ
ス
連
盟

事
務
局
　
中
牟
田

な

か

む

た

（
〒
816
―
０
８
２
３
春
日
市
若

葉
台
西
６
―
１
０
３
春
日
第
２

幼
稚
園
内
春
日
市
あ
ん
ど
ん
祭

り
テ
ニ
ス
大
会
係
）

1(

571)
０
２
５
４

5(

582)

９
５
６
８

春
日
市
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い

る
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
を
対
象
に
、

卓
球
教
室
を
行
い
ま
す
。

受
講
は
無
料
で
、
初
心
者
も
大
歓
迎

で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
24
日
G

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

競
技
場(

大
谷
６
―
28)

※

運
動
で
き
る
服
装
で
、
上
靴
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

８
月
22
日
E
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

卓
球
協
会

松
尾

ま

つ

お

1(

582)

０
５
４
６

年
齢
に
関
係
な
く
、
だ
れ
で
も
気
軽

に
参
加
で
き
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
挑

戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

８
月
18
日
A

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

場
所

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

競
技
場
（
大
谷
６
―
28
）

種
目

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

▽
ド
ッ
ジ
ビ
ー

▽
ペ
タ
ン
ク

▽
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

※

運
動
が
で
き
る
服
装
で
、
必
ず
上

靴
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

８
月
16
日
F
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
民
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

1(

571)

３
２
３
４

5(
585)

１
６
３
４

日
時

８
月
８
日
E

午
後
６
時
〜
８
時
30
分

会
場

陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯
地
グ
ラ

ウ
ン
ド
（
大
和
町
５
―
12
）

内
容

▽
盆
踊
り
▽
お
ば
け
屋
敷
▽
防さ

き

人も
り

太
鼓
▽
バ
ン
ド
演
奏
▽
花
火

大
会
▽
夜
店
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
駐
屯
地
広
報
室

1(

591)

１
０
２
０

み
ん
な
で
い
い
汗
流
し
ま
せ
ん
か

一
日
卓
球
教
室

ス
ポ
ー
ツ�

春
日
市
あ
ん
ど
ん
祭
り
テ
ニ
ス
大
会

参
加
者
募
集

ニ
コ
ニ
コ
と
す
こ
や
か
に

ニ
コ
す
こ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

盆
踊
り
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
２

陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯
地

海
の
中
道
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
プ
ー
ル

(

福
岡
市
東
区
西
戸
崎

さ
い
と
ざ
き

18
―
25)

国
営
海
の
中
道
海
浜
公
園
内
に
あ

る
こ
の
プ
ー
ル
に
は
、
イ
カ
ダ
や
水

上
ネ
ッ
ト
、
水
が
一
斉
に
吹
き
出
す

12
面
体
の
オ
ブ
ジ
ェ
、
高
さ
10
ｍ
、

全
長
１
０
０
ｍ
の
流
水
コ
ー
ス
タ
ー

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
プ
ー
ル
が
あ
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
幼
児
用
プ
ー
ル
も

あ
り
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し

め
ま
す
。

開
園
期
間

７
月
13
日
G
〜
９
月
８

日
A

開
園
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※

７
月
20
日
〜
９
月
１
日
は
午
後

６
時
ま
で
延
長
し
ま
す
。

１
日
料
金(

３
歳
以
下
は
無
料)

▽
大
人(

15
歳
以
上)

１，
６
５
０
円

▽
子
ど
も(

６
〜
14
歳)

８
５
０
円

▽
幼
児(

４
・
５
歳)

１
５
０
円

問
い
合
わ
せ
先

海
の
中
道
海
浜
公

園
管
理
セ
ン
タ
ー

1(

603)

１
１
１
１

【h
ttp
://w
w
w
.u
m
in
aka.co

m

】

第26回春日市民祭り

｢あんどん祭り｣
日時 ８月24日G

午後５時30分～９時５分

会場 県営春日公園（原町３―１―４）

問い合わせ先 ＮＴＴハローダイヤル

1(0570)008-886

イ
ベ
ン
ト�
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か
ぶ
と
む
し
レ
ー
ス
や
、
ぬ
り
絵
大

会
な
ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
11
日
A

午
前
10
時
〜
午

後
６
時

※

雨
天
時
は
13
日
C
に
延
期
し
ま
す
。

場
所

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
か
が
わ
（
那

珂
川
町
五
ヶ
山

ご

か

や

ま

６
４
８
）

問
い
合
わ
せ
先

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
か

が
わ

1(

953)

３
０
３
０

自
然
の
中
で
実
際
に
木
の
香
り
を
か

い
だ
り
し
な
が
ら
、
自
分
で
材
料
を
集

め
て
工
作
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

８
月
26
日
B

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所

上
陽
町
ふ
る
さ
と
わ
ら
べ
館

（
八
女
郡
上
陽
町
下
横
山

じ
ょ
う
よ
う
ま
ち
し
も
よ
こ
や
ま

４
８

３
８
）

※
　
送
迎
バ
ス
が
出
ま
す
。

講
師

山
野

や

ま

の

文
福

ぶ
ん
ぷ
く

さ
ん
（
同
館
館
長
）

対
象

小
学
４
〜
６
年
生

定
員

35
人(

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選)

参
加
費

５
０
０
円
（
材
料
代
）

申
込
方
法

８
月
16
日
F(

必
着)

ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
学
年
、
学
校
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
書
い

て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
青
少

年
育
成
市
民
会
議
「
夏
休
み
チ

ャ
レ
ン
ジ
教
室
」
係
（
〒
816
ー

０
８
３
１
大
谷
６
―
24
ふ
れ
あ

い
文
化
セ
ン
タ
ー
社
会
教
育
課

内
）

1(

575)

４
１
２
１

社
交
ダ
ン
ス
で
交
流
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
当
日
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

８
月
25
日
A

午
後
５
時
30
分
〜
９
時

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会

議
室
（
大
谷
６
―
24
）

参
加
費

１，

２
０
０
円
（
保
険
料
を

含
む
）

持
っ
て
く
る
物

ヒ
ー
ル
カ
バ
ー

※

演
技
発
表
を
希
望
す
る
人
は
、
事

前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
講
座
　
合
原

ご
う
は
ら

1(

592)

６
６
０
９(

5
兼
用)

太
陽
の
黒
点
活
動
や
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
、

金
星
な
ど
が
観
測
で
き
ま
す
。
天
体
観

測
に
興
味
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

日
時

８
月
24
日
G

午
前
10
時
〜
正
午

※

天
候
に
よ
り
中
止
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

場
所

春
日
市
野
外
活
動
場
星
の
館（
大

野
城
市
牛
頸

う
し
く
び

２
３
７
４
ー
２
）

参
加
費

▽
高
校
生
以
上
２
０
０
円

▽
中
学
生
以
下
１
０
０
円

※

中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

定
員

20
人
程
度
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申
込
方
法

８
月
16
日
F
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

571)

３
２
３
４

日
時

８
月
31
日
G

午
後
１
時
30
分

〜
（
開
場
　
午
後
１
時
）

会
場

大
野
城
ま
ど
か
ぴ
あ
大
ホ
ー
ル

（
大
野
城
市
曙
町

あ
け
ぼ
の
ま
ち

２
―
３
―
１
）

内
容

記
念
式
典
、
雑
技
・
京
劇
公
演

観
劇
料
（
前
売
券
）

▽
一
般
　
３，

０
０
０
円

▽
子
ど
も
（
３
歳
以
上
小
学
生
以
下
）

１，

０
０
０
円

▽
親
子
ペ
ア
　
３，

５
０
０
円

※

前
売
券
は
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

販
売
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
当
日
券

は
５
０
０
円
増
し
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

日
中
国
交
正
常
化
30

周
年
記
念
実
行
委
員
会
事
務
局

関
岡

せ
き
お
か

1(
574)

６
３
６
３(

5
兼
用)

母
子
家
庭
の
親
子
を
対
象
に
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
す
。
プ
ー
ル
や
温
泉
で
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
程

８
月
11
日
A

時
間

午
前
10
時
（
市
役
所
玄
関
前
集

合
）
〜
午
後
６
時
（
市
役
所
帰

着
予
定
）

場
所

筑
紫
温
泉
ア
ク
ア
フ
ォ
ー
レ（
筑

紫
野
市
原
田

は

る

だ

８
３
２
―
１
）

※
　
送
迎
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。

募
集
人
員

48
人(

申
込
先
着
順)

参
加
費

▽
中
学
生
以
上
　
１，

５
０
０
円

▽
小
学
生
　
１，

０
０
０
円

▽
就
学
前
児
童
　
５
０
０
円

申
込
方
法

８
月
１
日
E
〜
５
日
B
に

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
先

春
日
市
母
子
寡
婦
福
祉
会（
白

水
大
池
公
園
売
店
内
）

1(

596)

９
９
２
５(

5
兼
用)

佐
伯

さ
え
き

萌も
え

ち
ゃ
ん
（
宝
町
）

平
成
13
年
８
月
17
日
生

佐
藤

さ
と
う

源
泰

げ
ん
た

ち
ゃ
ん
（
宝
町
）

平
成
13
年
８
月
16
日
生

原
田

は
ら
だ

悠
太
郎

ゆ
う
た
ろ
う

ち
ゃ
ん
（
平
田
台
）

平
成
11
年
８
月
10
日
生

十
時

と
と
き

の
の
は
ち
ゃ
ん（
上
白
水
）

平
成
13
年
８
月
28
日
生

松
嶋

ま
つ
し
ま

麻
里
亜

ま

り

あ

ち
ゃ
ん（
春
日
）

平
成
13
年
８
月
29
日
生

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
な
か
が
わ

か
ぶ
と
む
し
ま
つ
り

夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

ボ
ト
ル
コ
プ
タ
ー
を
つ
く
ろ
う

日
中
国
交
正
常
化
30
周
年
記
念

「
中
国
フ
ェ
ス
タ
02
」

春
レ
ク
の
夕
べ

社
交
ダ
ン
ス
交
流
会

春
日
市
野
外
活
動
場
星
の
館

昼
間
の
天
体
観
測

母
子
家
庭
親
子
対
象

「
夏
」
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

2002.  8.  1 市報かすが



お
知
ら
せ

9

地
域
活
動
や
自
治
会
活
動
で
の
Ｉ
Ｔ

活
用
の
推
進
役
と
し
て
活
躍
で
き
る
人

を
養
成
す
る
た
め
の
講
座
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。

終
了
後
は
、
福
岡
県
地
域
Ｉ
Ｔ
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
程

１
講
座
４
日
間

▽
９
月
10
日
C
〜
13
日
F

▽
10
月
22
日
C
〜
25
日
F

▽
11
月
26
日
C
〜
29
日
F

▽
12
月
３
日
C
〜
６
日
F

▽
平
成
15
年
２
月
４
日
C
〜
７
日
F

※

５
講
座
の
中
か
ら
都
合
の
良
い
日

程
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分

受
講
資
格

▽
基
礎
的
な
Ｉ
Ｔ
技
術
が
あ
る
人

▽
市
内
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
事

業
所
に
所
属
し
、
地
域
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
人

定
員

20
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
書

類
選
考
）

講
座
内
容

▽
ワ
ー
ド
・
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
分
野
▽
エ
ク
セ
ル
分
野
▽

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
野
▽
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
分
野
・
地
域
Ｉ
Ｔ

リ
ー
ダ
ー
登
録
試
験

申
込
期
限

講
座
開
始
の
２
週
間
前

※

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

情
報
政
策
課

Ｉ
Ｔ
推
進
担
当

【h
ttp
//w
w
w
.city.kasu

g
a.fu
ku
o

ka.jp/contents/notice_1
1
1
.htm

l

】

店
舗
や
病
院
な
ど
一
定
以
上
の
人
員

を
収
容
す
る
施
設
は
、
防
火
・
防
災
の

責
任
者
を
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
防
火
管
理
者
を
養
成
す
る
た
め

の
講
習
会
で
す
。
成
人
で
あ
れ
ば
、
だ

れ
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

日
時

９
月
７
日
G
・
８
日
A

午
前
９
時
20
分
〜
午
後
５
時

会
場

市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

（
春
日
２
―
２
―
１
春
日
・
大

野
城
・
那
珂
川
消
防
本
部
内
１

階
）

受
講
料

６，

０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト

代
を
含
む
）

※

支
払
い
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、
返

金
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

消
防
本
部
に
あ
る
受
講
申

込
書
を
提
出
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
・
大
野

城
・
那
珂
川
消
防
本
部

1(

584)

１
１
９
５

古
墳
時
代
の
始
ま
り
の
謎
や
大
陸
か

ら
日
本
に
伝
わ
っ
た
技
術
や
遺
物
に
つ

い
て
学
習
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程

○
８
月
９
日
F

テ
ー
マ

奴
国

な

こ

く

か
ら
古
墳
時
代
へ

講
師

柳
田

や
な
ぎ
だ

康
雄

や

す

お

さ
ん
（
九
州
歴
史

資
料
館
副
館
長
）

○
８
月
23
日
F

テ
ー
マ

イ
ネ
の
道

講
師

宮
本

み
や
も
と

一
夫

か

ず

お

さ
ん
（
九
州
大
学

助
教
授
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
研
修
室

(

岡
本
３
―
57)

定
員

１
０
０
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

1(

501)

１
１
４
４

春
日
市
国
際
交
流
協
会
に
よ
る
、
英

語
と
中
国
語
の
教
室
で
す
。

○
親
子
英
会
話

日
程

毎
週
木
曜
日

対
象

小
学
３
〜
６
年
生
と
そ
の
保

護
者

受
講
料

一
人
６，

０
０
０
円

○
英
会
話
ス
テ
ッ
プ
１
（
英
検
準
２
級

程
度)

日
程

毎
週
木
曜
日

対
象

中
学
生
以
上

受
講
料

９，

０
０
０
円

○
英
会
話
ス
テ
ッ
プ
２
（
英
検
２
級
程

度)日
程

毎
週
金
曜
日

対
象

中
学
生
以
上

受
講
料

９，

０
０
０
円

○
中
国
語
会
話(

初
級)

日
程

毎
週
金
曜
日

対
象

18
歳
以
上

受
講
料

７，

５
０
０
円

期
間

９
月
〜
11
月

時
間

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
（
原
町
３

―
１
―
７)

定
員

各
20
人(

申
込
先
着
順)

※

受
講
生
が
少
な
い
場
合
は
中
止
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

講
師

各
ク
ラ
ス
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
言

語
を
母
国
語
と
す
る
人
を
予
定

※

受
講
料
は
、
い
ず
れ
も
３
か
月
分

で
す
。
国
際
交
流
協
会(

入
会
金
２，

０
０
０
円
）未
加
入
者
の
受
講
料
は
、

そ
れ
ぞ
れ
５
０
０
円
増
し
で
す
。

申
込
方
法

月
曜
日
を
除
く
毎
日
、
午

後
７
時
30
分
〜
９
時
に
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ハ
ガ
キ
で

申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

野
田

の

だ

さ
ゆ
り

（
〒
816
―
０
８
１
４
春
日
２
―

63
―
５
）

1(
572)

４
５
９
６(

5
兼
用)

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

防
火
管
理
者
講
習
会

健
康
保
険
の
扶
養

被
扶
養
者
の
条
件

現
在
、
自
分
で
国
保
に
加
入
し
て

い
る
人
で
も
、
社
会
保
険
な
ど
に
加

入
し
て
い
る
人(

被
保
険
者)

に
扶
養

さ
れ
た
り
、
仕
送
り
を
受
け
た
り
し

て
い
る
場
合
は
、
そ
の
社
会
保
険
に

被
扶
養
者
と
し
て
加
入
で
き
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
年
間
収
入
が
１
３
０
万

円
未
満(

60
歳
以
上
の
人
や
障
害
厚

生
年
金
を
も
ら
え
る
程
度
の
障
害
が

あ
る
人
は
１
８
０
万
円
未
満)

で
、
被

保
険
者
の
年
収
の
半
分
未
満
で
あ
る

こ
と
が
条
件
で
す
。

被
扶
養
者
と
し
て
加
入
す
る
に
は
、

被
保
険
者
の
勤
務
先
か
社
会
保
険
事

務
所
、
健
康
保
険
組
合
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

健
康
保
険
な
ど
の
扶
養
に
入
る
と

社
会
保
険
や
共
済
組
合
は
、
被
扶

養
者
が
増
え
て
も
納
め
る
保
険
料
は

増
え
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
春
日
市
の

国
民
健
康
保
険
の
場
合
、
無
収
入
の

人
が
加
入
し
て
も
国
保
税
は
納
め
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
介
護

保
険
２
号
被
保
険
者
も
同
様
で
す
。

家
計
の
無
駄
を
省
き
ま
し
ょ
う
。

(

国
保
年
金
課)

地
域
Ｉ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

受
講
者
募
集 講

　
座�

歴
史
講
座

日
本
人
の
起
源
を
さ
ぐ
る

英
会
話
・
中
国
語
会
話
教
室

受
講
者
募
集



市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
35
歳

ま
で
の
勤
労
者
を
対
象
と
し
た
初
心
者

向
け
講
座
で
す
。

○
洋
食
の
基
本
料
理
教
室

日
程

９
月
10
日
C
〜
11
月
26
日
C

の
第
２
・
４
火
曜
日(

全
６
回)

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
料

理
講
習
室(

大
谷
６
―
24)

○
ト
ラ
ベ
ル
英
会
話
教
室

日
程

９
月
４
日
D
〜
11
月
13
日
D

の
う
ち
10
月
30
日
D
を
除
く

毎
週
水
曜
日
（
全
10
回
）

会
場

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
習
室

(

大
谷
６
―
28)

○
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

日
程

９
月
６
日
F
〜
11
月
15
日
F

の
11
月
１
日
F
を
除
く
第
１

・
３
金
曜
日
（
全
６
回
）

※
　
11
月
８
日
F
も
あ
り
ま
す
。

会
場

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
習
室

○
手
び
ね
り
教
室

日
程

９
月
13
日
F
〜
11
月
29
日
F

の
11
月
８
日
F
を
除
く
第
２

・
４
・
５
金
曜
日（
全
６
回
）

※

窯か
ま

の
状
況
で
日
程
が
変
わ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

会
場

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
作

陶
室

定
員

各
20
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

受
講
料

各
１，

０
０
０
円

※
　
実
費
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

時
間

午
後
７
時
〜
９
時
（
手
び
ね
り

教
室
は
９
時
30
分
ま
で
）

申
込
方
法

８
月
15
日
E(

必
着)
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

希
望
の
教
室
名
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
を
伝

え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
係
（
〒
816

―
０
８
３
１
大
谷
６
―
28
）

1(

571)

３
２
３
４

5(

585)

１
６
３
４

離
転
職
者
で
再
就
職
を
希
望
す
る
人

を
対
象
に
職
業
訓
練
を
行
い
ま
す
。

受
験
料
や
受
講
料
は
無
料
で
す
。

募
集
科
名
（
期
間
）

▽
介
護
サ
ー
ビ
ス
科(

６
か
月)

▽
パ
ソ
コ
ン
経
理
科(

６
か
月)

▽
庭
園
管
理
科(

４
か
月)

※

介
護
サ
ー
ビ
ス
科
は
概
ね
30
歳
以

上
、
庭
園
管
理
科
は
45
歳
以
上
の
人

に
限
り
ま
す
。

定
員

各
20
人

応
募
期
限

８
月
22
日
E

選
考
日

９
月
５
日
E
（
介
護
サ
ー
ビ

ス
科
は
６
日
F
）

選
考
方
法

書
類
審
査
と
面
接

※

介
護
サ
ー
ビ
ス
科
は
筆
記
試
験
も

あ
り
ま
す
。
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
立
久
留
米
高
等
技

術
専
門
校

1
０
９
４
２(

32)
８
７
９
５

東
ア
ジ
ア
の
地
域
福
祉
に
つ
い
て
学

習
し
ま
す
。

日
程
・
内
容

▽
９
月
14
日
G
・
住
民
の
福
祉
意
識
、

釜
山
市
と
福
岡
市
の
比
較

▽
９
月
21
日
G
・
中
国
に
お
け
る
社
区

服
務

▽
９
月
28
日
G
・
韓
国
と
中
国
の
福
祉

Ｎ
Ｐ
Ｏ

▽
10
月
５
日
G
・
高
齢
者
福
祉
の
比
較

文
化

▽
10
月
12
日
G
・
青
春
学
級
と
市
民
福

祉
▽
10
月
26
日
G
・
東
ア
ジ
ア
の
女
性
と

福
祉
〜
Ｄ
Ｖ
を
中
心
に
〜

▽
11
月
９
日
G
・
東
ア
ジ
ア
の
高
齢
者

と
福
祉

▽
11
月
24
日
A
・
心
の
復
活
、
地
域
の

復
活

時
間

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
階
研
修

室
（
原
町
３
―
１
―
７
）

定
員

１
０
０
人
（
申
込
先
着
順
）

参
加
費

１，

０
０
０
円(

テ
キ
ス
ト

代
と
し
て)

申
込
期
限

９
月
６
日
F

※

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

10

竹
本

た
け
も
と

陽
菜

ひ
な
た

ち
ゃ
ん
（
惣
利
）

平
成
13
年
８
月
28
日
生

金
守

か
な
も
り

龍
我

り
ゅ
う
が

ち
ゃ
ん（
宝
町
）

平
成
13
年
８
月
26
日
生

紗
彩

さ
あ
や

ち
ゃ
ん

真
彩

ま
あ
や

ち
ゃ
ん

平
成
13
年
８
月
２
日
生

　写真は、お子さんの顔が大き
く写っているもので、裏にお子
さんの氏名（ふりがな）、生年月日、
住所、電話番号を書き、広報担
当まで郵送してください。�
　対象は３歳までで、９月２日ま
での到着分の中から抽選で決定
します。�

辻
郷

つ
じ
ご
う

雄
大

た
け
ひ
ろ

ち
ゃ
ん
（
春
日
）

平
成
12
年
８
月
27
日
生

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

&
県
地
域
福

祉
振
興
基
金
「
九
州
大
学
公
開

講
座
」
係

1(

582)

２
３
９
６

自
立
促
進
の
た
め
の
講
座
で
、
「
エ

ク
セ
ル
」
２
級
検
定
受
験
ま
で
を
指
導

し
ま
す
。
３
級
程
度
の
実
力
が
あ
る
人

が
対
象
で
す
。
託
児(

無
料)

も
あ
り
ま

す
。

日
程

９
月
３
日
C
〜
10
月
18
日
F
の

う
ち
計
34
日

会
場

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
４
階
Ｏ
Ａ

ル
ー
ム
（
原
町
３
―
１
―
７
）

定
員

20
人
（
申
込
多
数
の
場
合
は
書

類
選
考)

受
講
料

１
万
５，

０
０
０
円(

テ
キ

ス
ト
代
な
ど)

申
込
期
限

８
月
16
日
F

※

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会

1(

584)

３
９
２
２

久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

生
徒
募
集

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
教
養
講
座

受
講
生
募
集

「
日
中
韓
国
民
交
流
年
に
地

域
福
祉
を
考
え
る
」

九
州
大
学
公
開
講
座

パ
ソ
コ
ン(

表
計
算)

講
習
会

母
子
家
庭
、
寡
婦
対
象

2002.  8.  1 市報かすが

村
田

む
ら
た

（
日
の
出
町
）



お
知
ら
せ

11

朗
読
・
音
訳
経
験
の
な
い
18
才
〜
65

才
ま
で
の
人
を
対
象
に
、
視
覚
障
害
者

に
情
報
提
供
す
る
た
め
の
、
朗
読(

音

訳)

の
理
論
と
実
践
の
講
習
を
行
い
ま
す
。

日
時

９
月
４
日
D
〜
11
月
27
日
D
の

毎
週
水
曜
日(

11
月
20
日
を
除
く)

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

※

10
月
16
日
D
は
17
日
E
に
変
更
に

な
り
ま
す
。

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
研
修
室

(

原
町
３
―
１
―
７)

受
講
料

無
料

定
員

30
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

８
月
24
日
G(

必
着)

ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・

職
業
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
点
字
図

書
館
（
原
町
３
―
１
―
７
ク
ロ

ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
内)

1(

584)

３
５
９
０

5(

584)

１
１
０
１

妊
婦
や
就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ
人

を
対
象
に
し
た
、
子
育
て
講
座
で
す
。

い
っ
し
ょ
に
自
分
ら
し
い
子
育
て
を

探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
・
内
容
・
講
師

▽
９
月
27
日
F

開
講
式「
仲
間
作
り
」

吉
村
和
昭

よ
し
む
ら
か
ず
あ
き

さ
ん
（
わ
く
わ
く
・
ド
キ

ド
キ
研
究
所
代
表
）

▽
10
月
４
日
F

講
演
会
「
中
米
と
日

本
の
家
庭
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
」

丸
田

ま

る

た

隆
弘

た
か
ひ
ろ

さ
ん
（
青
年
海
外
協
力
協

会
九
州
支
部
支
部
長)

▽
10
月
11
日
F

「
楽
し
く
な
く
っ
ち

ゃ
は
じ
ま
ら
な
い
！
」

國
武

く
に
た
け

玲
子

れ

い

こ

さ
ん
（
色
彩
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー)

▽
10
月
18
日
F

調
理
実
習
「
身
体
つ

く
り
の
基
本
は
食
事
か
ら
」

田
中

た

な

か

智
子

と

も

こ

さ
ん(

市
管
理
栄
養
士)

▽
10
月
23
日
D

講
演
会(

公
開
講
座)

「
そ
の
日
　
そ
の
時
　
子
た
ち
は
」

吉
村

よ
し
む
ら

郁
夫

い

く

お

さ
ん(
洋
画
家)

▽
11
月
８
日
F

手
芸「
布
に
親
し
む
」

小
宮

こ

み

や

イ
ツ
子
さ
ん(
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

講
師)

▽
11
月
15
日
F

「
こ
と
ば
の
楽
し
さ

絵
本
の
世
界
」

春
日
お
は
な
し
ら
っ
ぱ
の
み
な
さ
ん

▽
11
月
22
日
F

閉
講
式
「
地
域
で
子

育
て
」

”
さ
あ
、
子
育
て
は
じ
め

ま
し
ょ
う
！
“

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
春

日
、
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日
、

マ
マ
・
さ
ぽ
ー
と
の
代
表
者

▽
12
月
６
日
F

事
後
研
修
（
自
由
参

加)

※

原
則
と
し
て
、
全
日
程
（
12
月
６

日
以
外)

受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

定
員

40
人(

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選)

場
所

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー(

大

谷
６
―
24)

受
講
料

２，

０
０
０
円(

材
料
費
込)

託
児
料

一
人
２，

０
０
０
円
（
８
回

分)

※

対
象
は
、
５
か
月
か
ら
就
学
前
ま

で
の
乳
幼
児
で
す
。

応
募
方
法

８
月
31
日
G
ま
で
に
封
書

で
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

(

ふ
り
が
な)

、
電
話
番
号
、
あ

れ
ば
所
属
サ
ー
ク
ル
、
託
児
希

望
の
人
は
子
ど
も
の
名
前
（
ふ

り
が
な
）、
呼
び
名
、
生
年
月

日
を
明
記
し
、
80
円
切
手
を
同

封
し
て
送
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

春
日
市
青
少

年
育
成
市
民
会
議
「
子
育
て
講

座
」
係
（
〒
816
―
０
８
３
１
大

谷
６
―
24
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン

タ
ー
内
）

1(

575)

４
１
２
１

○
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
２
級

日
程

９
月
11
日
〜
11
月
27
日
の
毎

週
水
曜
日
（
計
12
日
間
）

会
場

春
日
市
商
工
会
館
（
伯
玄
町

２
―
24
）

申
込
期
間

８
月
５
日
B
〜
23
日
F

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
基
礎
（
入
門
）

日
程

８
月
21
日
D
、
23
日
F
、
26

日
B
、
28
日
D
、
30
日
F

会
場

大
野
城
市
商
工
会
館
（
大
野

城
市
瓦
田
２
―
６
―
12
）

申
込
期
間

８
月
１
日
E
〜
９
日
F

○
エ
ク
セ
ル
講
座

日
程

９
月
２
日
B
、
４
日
D
、
６

日
F
、
９
日
B
、
11
日
D

会
場

筑
紫
野
市
商
工
会
館
（
筑
紫

野
市
湯
町
３
―
２
―
５
）

申
込
期
間

８
月
５
日
B
〜
23
日
F

※

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
基
礎
講
座
と

エ
ク
セ
ル
講
座
は
、
パ
ソ
コ
ン
の
基

本
操
作
が
で
き
る
人
が
対
象
で
す
。

時
間

午
後
１
時
〜
５
時
（
カ
ラ
ー
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
午
後
６
時

30
分
〜
９
時)

定
員

20
人
（
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
30
人
、
申
込
先
着
順
）

受
講
料

１
万
円
（
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
３
万
円
、
テ
キ
ス

ト
代
込
み
）

※

納
入
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て

は
返
金
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
希

望
の
講
座
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
地
区
商

工
会
職
業
訓
練
会

1(

581)

３
５
５
７

5(
581)

３
５
５
８

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・

パ
ソ
コ
ン
講
習
会

せ
ん
定
枝
葉

６
月
か
ら
始
ま
っ
た
せ
ん
定
枝
葉

の
出
し
方
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

出
し
方

１

枝
は
、
太
さ
15
㎝
以
内
の
も
の

を
、
長
さ
90
㎝
以
内
に
切
り
そ
ろ

え
、
束
に
し
て
指
定
バ
ン
ド
で
結

ぶ
。(

葉
は
指
定
袋
に
入
れ
る)

２

収
集
業
者
に
電
話
し
て
収
集
の

予
約
を
す
る
。

３

指
定
さ
れ
た
出
し
日
の
夜
10
時

ま
で
に
自
宅
前
に
出
す
。

注
意

▽
草
や
竹
、
枯
れ
た
枝
葉
な
ど
は
出

せ
ま
せ
ん
。
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
一
度
に
出
せ
る
量
は
、
バ
ン
ド
と

袋
を
合
わ
せ
て
５
つ
ま
で
で
す
。

※

指
定
バ
ン
ド
や
指
定
袋
は
公
民

館
や
販
売
協
力
店
で
販
売
し
て
い

ま
す
。(

一
つ
１
１
０
円)

（
環
境
対
策
課
）

春
日
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

子
育
て
講
座
受
講
生
募
集

福
岡
県
朗
読(

音
訳)

奉
仕
員

養
成
講
習
会



みてみてきいて�

オールドブラックジョー

私の父は晩年、長患いで

寝ていることが多かったが、

父の友人の「卯八
う は

っつぁん

じいさん」がよく訪ねて来

てくれた。「ドゲなふうな？」

と枕もとに座り、「また来る

ケナ」との言葉を残して帰

っていった。あれから70年

近くも経ってしまったが、

今でもあの温顔が心に残る。

私の友人も病に倒れ、と

きどき見舞いに訪れるが、

言葉が不自由なため、筆談

を交わす。ある日、彼が

「ロングロング」と書くので、

聞き返すと「あんたが(あん

たの)兄さんから習った英語

の歌を、昔教えたくれただ

ろう？」とのこと。すっか

り忘れていたが、どうも黒

人霊歌の「オールドブラッ

クジョー」のことではない

だろうか。

調べると「ロングアゴ―」

という歌詞がある。和訳の

一節から「若き日は夢を過

ぎ　わが友みな世を去りて

あの世に楽しく眠り　かす

かにわれを呼ぶ　オールド

ブラックジョー　われも行

かん　はや老いたれば　か

すかにわれを呼ぶ　オール

ドブラックジョー」

彼の退院の挨拶
あいさつ

状に「与

えられた命にまだ残りがあ

ったのかと喜んでいます」

とあり、感動した。年老い

てもみな一生懸命生きてい

る。頑張ろう！

田舎の老亭主ペンネーム

ケ
ガ
人
や
急
病
人
を
医
師
の
手
に
渡

す
ま
で
の
と
っ
さ
の
応
急
手
当
を
身
に

つ
け
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

期
間

８
月
23
日
F
〜
25
日
A

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

会
場

日
本
赤
十
字
社
福
岡
県
支
部
宗む

な

像か
た

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
研
修
セ
ン

タ
ー
「
オ
ー
ヴ
ァ
ル
ホ
ー
ル
」

(

宗
像
市
ア
ス
テ
ィ
１
―
２)

定
員

50
人
（
申
込
先
着
順
）

対
象

満
15
歳
以
上
で
３
日
間
と
も
受

講
で
き
る
人

講
習
内
容

▽
応
急
手
当
の
基
本
▽
心

肺
蘇
生

そ

せ

い

法
▽
止
血
と
傷
の
手
当

▽
骨
折
の
処
置
▽
包
帯
法
▽
運

搬
法
な
ど

受
講
料

３，

０
０
０
円

申
込
方
法

返
信
用
封
筒
（
80
円
切
手

を
は
る)

を
添
え
、
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
職
業
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
番
号
を
書
い
て
送
る

(

フ
ァ
ク
ス
可)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

日
本
赤
十
字

社
福
岡
県
支
部
（
〒
815
―
８
５

０
３
　
福
岡
市
南
区
大
楠
３
―

１
―
１)

1(

523)

１
１
７
１

5(
521)

２
５
５
２

【h
ttp
://w
w
w
.fu
ku
o
ka.jrc.o

r.jp
/

】

会
社
経
営
者
や
一
般
市
民
を
対
象
に
、

労
働
問
題
に
つ
い
て
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
で

す
。
一
緒
に
労
働
問
題
や
労
働
条
件
を

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時

８
月
22
日
E

午
後
２
時
〜
４
時
（
受
付
　
午

後
１
時
30
分
〜
）

場
所

福
岡
商
工
会
議
所
３
０
５
号
会

議
室
（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

前
２
―
９
―
28
）

テ
ー
マ

変
え
て
み
ま
せ
ん
か
「
組
織

と
働
き
方
」

〜
閉
塞

へ
い
そ
く

し
た
企
業
社
会
へ
の
処

方
せ
ん
〜

講
師

片
岡

か
た
お
か

勝
ま
さ
る

さ
ん
（
市
民
バ
ン
ク

代
表
）

定
員

１
５
０
人
（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法

８
月
９
日
F(

必
着)

ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
か
電
話
、
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

県
福
岡
労
働

福
祉
事
務
所
（
〒
810
―
０
０
４

２
福
岡
市
中
央
区
赤
坂
１
―
８

―
８
）

1(

735)

６
１
５
０

5(

712)

０
４
９
７

労
働
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

相
談
日
時

毎
週
月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30

分

相
談
先

▽
天
神
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
福

岡
市
中
央
区
天
神
２
―
14
―
２
福
岡

証
券
ビ
ル
６
階
）

1(

739)

２
７
９
０

▽
福
岡
中
央
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
福
岡
市
中
央
区
長
浜
２
―
１
―
１

福
岡
中
央
労
働
基
準
監
督
署
内
）

1(

761)

５
６
０
５

▽
福
岡
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ

ー
（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２
―

11
―
１
福
岡
合
同
庁
舎
５
階
）

1(
411)

４
８
６
１

母
子
家
庭
や
寡
婦
、
父
子
家
庭
の
た

め
に
、
弁
護
士
に
よ
る
夜
間
無
料
法
律

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
日

▽
８
月
７
日
D
、
28
日
D

▽
９
月
11
日
D
、
25
日
D

▽
10
月
９
日
D

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
６
階
福
岡

県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
事
務

所
内(

原
町
３
―
１
―
７)

定
員

各
４
人(

申
込
先
着
順)

申
込
方
法

相
談
日
前
日
ま
で
に
電
話

で
予
約
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
母
子

寡
婦
福
祉
連
合
会

1(

584)

３
９
２
２

お
知
ら
せ

12

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

相
　
談�

講
　
演�

参
加
し
ま
せ
ん
か

労
働
経
営
セ
ミ
ナ
ー

赤
十
字
救
急
法
救
急
員

養
成
講
習
会

夜
間
無
料
法
律
相
談

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

2002.  8.  1 市報かすが



お
知
ら
せ

13

県
内
に
住
む
60
歳
以
上
の
人
を
対
象

（
県
美
術
協
会
会
員
は
除
く
）
に
美
術

作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

８
月
１
日
E
〜
10
月
５
日

G

募
集
作
品

▽
日
本
画
▽
洋
画
▽
彫
刻

▽
工
芸
▽
書
▽
写
真

展
示
場
所

福
岡
県
立
美
術
館
（
福
岡

市
中
央
区
天
神
５
―
２
―
１)

展
示
期
間

11
月
６
日
D
〜
17
日
A

問
い
合
わ
せ
先

^
福
岡
県
美
術
協
会

1(

713)

４
２
０
０

11
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
、
小
郡
市

三
沢

み
つ
さ
わ

の
県
有
地
（
簡
保
レ
ク
セ
ン
タ
ー

跡
地
）
で
開
催
さ
れ
る
同
フ
ェ
ス
タ
コ

ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

部
門
・
規
格

▽
「
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト
」
壁
掛

け
タ
イ
プ
（
幅
80
㎝
×
高
さ
60
㎝
以

内
）

▽
「
プ
チ
ガ
ー
デ
ン
」
ミ
ニ
ガ
ー
デ
ン

（
幅
２
ｍ
×
奥
行
２
ｍ
、
幅
２
ｍ
×

奥
行
１
ｍ
）

▽
「
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
」
コ
ン
テ
ナ
、

鉢(

幅
１
ｍ
×
奥
行
０
・
７
ｍ
以
内)

表
彰

各
部
門
と
も
金
賞
１
点
、
銀
賞

２
点
、
銅
賞
３
点
（
い
ず
れ
も

賞
状
、
ト
ロ
フ
ィ
ー
、
副
賞
有

り
）

応
募
期
限

８
月
30
日
F

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

同
実
行
委
員

会
事
務
局

1(

643)

３
４
８
９

男
女
共
同
参
画
社
会
の
推
進
を
図
る

た
め
、
男
女
平
等
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
を

実
施
し
ま
す
。
入
選
者
は
12
月
に
行
わ

れ
る
「
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

で
表
彰
し
、
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。
ま

た
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
も
あ
り
ま

す
。皆

さ
ん
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

対
象

市
内
に
居
住
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
小
学
５
・
６
年
生
、
中
学

生
、
高
校
生

テ
ー
マ

男
女
平
等
に
つ
い
て

規
格

20
字
以
内

応
募
方
法

９
月
５
日
E
ま
で
に
、
作

品
に
住
所
、
氏
名
、
学
校
名
、

学
年
、
電
話
番
号
を
書
き
添
え

て
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
す
る
か
学
校
を
通
じ

て
提
出
す
る

申
込
・
問
合
せ
先

人
権
女
性
政
策
課

(

〒
816
―
８
５
０
１
春
日
市
役

所)5(

584)

１
１
５
３

Ｅ
メ
ー
ル

jin
ken
@
city.

kasu
g
a.fu
ku
o
ka.jp

試
験
種
目
・
試
験
日
・
対
象

▽
一
般
曹
候
補
生
　
９
月
16
日
B

18
歳
以
上
24
歳
未
満
の
人

▽
曹
候
補
士
　
９
月
16
日
B

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▽
２
等
陸
・
海
・
空
士
　
９
月
17
日
C

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人

▽
航
空
学
生
　
９
月
21
日
G

高
校
卒
業(

見
込
み
を
含
む)

以
上
21

歳
未
満
の
人

受
付
期
間

８
月
５
日
B
〜
９
月
６
日

F

問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
福
岡
地
方
連

絡
部
福
岡
募
集
事
務
所

1(

591)

７
４
５
０

市
内
の
小
学
生
を
対
象
に
「
私
の
想

像
す
る
『
奴
国
王
』」
を
テ
ー
マ
に
し

た
絵
画
を
募
集
し
ま
す
。
入
賞
者
に
は

記
念
品
も
あ
り
ま
す
。

応
募
作
品
は
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
報
な
ど
に
掲
載
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

規
格

▽
画
用
紙(

四
ツ
切)

▽
水
彩
画
ま
た
は
ク
レ
ヨ
ン
画

応
募
点
数

一
人
１
点

応
募
方
法

８
月
20
日
C
〜
９
月
５
日

E
に
作
品
の
裏
面
に
氏
名
、
学

校
名
、
学
年
、
ク
ラ
ス
を
書
い

て
持
参
す
る

展
示
期
間

９
月
14
日
G
〜
10
月
20
日

A

展
示
場
所

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
特

別
展
示
室(

岡
本
３
―
57)

※

作
品
は
10
月
22
日
C
〜
10
月
27
日

A
に
返
し
ま
す
。
取
り
に
来
て
く
だ

さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

奴
国
の
丘
歴

史
資
料
館

1(

501)

１
１
４
４

健
康
課
が
実
施
す
る
予
防
接
種
や
乳

幼
児
健
診
で
準
備
や
診
察
介
助
な
ど
を

行
う
看
護
師
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員

９
人

選
考

面
接
に
よ
り
選
考

申
込
方
法

８
月
１
日
E
〜
31
日
G
ま

で
に
、
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
提
出
す
る

※

待
遇
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

救
急
患
者
に
対
す
る
応
急
的
診
療
の

み
行
い
ま
す
。

８
月
13
日
C

▽
も
と
き
歯
科
医
院(

那
珂
川
町
山
田)

1(

953)

６
４
６
１

▽
江
頭
歯
科
医
院(

筑
紫
野
市
上
古
賀)

1(

923)

２
５
２
５

８
月
14
日
D

▽
根
木
歯
科
医
院(

春
日
市
千
歳
町)

1(

581)

３
０
１
３

▽
酒
井
歯
科
医
院(

筑
紫
野
市
紫)

1(

921)

０
０
０
３

８
月
15
日
E

▽
徳
永
歯
科
医
院(

那
珂
川
町
松
木)

1(

953)

５
５
６
０

▽
よ
し
む
ら
歯
科
医
院(

太
宰
府
市
観

世
音
寺)

1(

928)

１
１
１
８

診
療
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

持
っ
て
く
る
も
の

健
康
保
険
証

(

健
康
課)

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

第
２
回
福
岡
フ
ラ
ワ
ー
＆
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
コ
ン
テ
ス
ト

募
集
し
ま
す

男
女
平
等
の
標
語

小
学
生
絵
画
展
絵
画
募
集

募
　
集�

福
岡
県
シ
ニ
ア
美
術
展

作
品
募
集

自
衛
官
採
用
試
験

募
集
し
ま
す

臨
時
看
護
師

健
康
・
保
健�

お
盆
期
間
中

歯
科
休
日
急
患
診
療

u
昨
年
の
入
賞
作
品



１
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の
親
の
交

流
の
場
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時

８
月
21
日
D

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

持
っ
て
く
る
も
の

母
子
健
康
手
帳
・

上
靴(

大
人
の
み)

問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

福
岡
徳
洲
会
病
院
の
医
師
な
ど
に
よ

る
、
わ
か
り
や
す
く
、
た
め
に
な
る
健

康
教
室
で
す
。
予
約
は
不
要
で
、
だ
れ

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
・
テ
ー
マ
・
講
師

▽
８
月
２
日
F

「
健
康
診
断
の
活
用

の
し
か
た
」

倉
掛

く
ら
か
け

真
里
子

ま

り

こ

さ
ん
（
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
看
護
師
長
）

▽
８
月
９
日
F

「
脳
梗
塞

こ
う
そ
く

に
つ
い
て
」

河
野

か

わ

の

輝
昭

て
る
あ
き

さ
ん
（
院
長
）

▽
８
月
23
日
F

「
夏
バ
テ
予
防
の
食

事
」

野
口

の

ぐ

ち

亜
希
子

あ

き

こ

さ
ん
（
管
理
栄
養
士
）

時
間

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所

福
岡
徳
洲
会
病
院
セ
ン
タ
ー
６

階
講
堂
（
須
玖
北
４
―
５
）

問
い
合
わ
せ
先

福
岡
徳
洲
会
病
院
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

1(

573)

６
６
２
２

「
博
多
の
び
の
び
」
は
、
家
庭
な
ど

か
ら
出
る
下
水
を
も
と
に
作
っ
た
肥
料

で
す
。
有
機
物
や
石
灰
を
多
く
含
む
有

機
質
土
壌
改
良
材
で
、
種
ま
き
や
苗
の

植
付
け
前
の
元
肥
と
し
て
最
適
で
す
。

注
文
後
約
２
週
間
で
宅
配
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
秋
の
園
芸
シ
ー
ズ
ン
に
利

用
し
ま
せ
ん
か
。

価
格

１
セ
ッ
ト
５
０
０
円
（
10
㎏
入

り
２
袋
、
宅
配
料
・
消
費
税
込

み
）

申
込
先

&
福
岡
市
下
水
道
資
源
セ
ン

タ
ー

1
０
１
２
０(

803)

８
０
４

5(

807)

５
０
４
４

出
産
や
育
児
を
控
え
、
期
待
と
不
安

を
抱
い
て
い
る
パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の

教
室
で
す
。

参
加
は
無
料
で
す
。
気
軽
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
７
日
G

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

場
所

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
（
昇
町
１
―

１
２
０
）

対
象

妊
娠
経
過
が
順
調
で
、
出
産
予

定
が
お
お
む
ね
10
月
か
ら
２
月

の
妊
婦
と
そ
の
夫

定
員

20
組(

申
込
先
着
順)

内
容

▽
講
義

夫
婦
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

〜
呼
吸
法
と
補
助
動
作
〜

講
師

堀ほ
り

尚
子

な

お

こ

さ
ん(

助
産
師)

▽
育
児
実
技

先
輩
パ
パ
マ
マ
と
赤
ち

ゃ
ん
と
の
交
流
会

申
込
方
法

９
月
５
日
E
ま
で
に
電
話

で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課

1(

501)

１
１
３
４

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る

20
歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、
自
分
に
あ

っ
た
歩
き
方
を
指
導
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程

８
月
28
日
〜
９
月
25
日
の
毎
週

水
曜
日(

全
５
回)

※

５
回
の
う
ち
１
回
は
、
春
日
市
野

外
活
動
場
で
自
然
散
策
を
行
い
ま
す
。

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
講
習
室
お

よ
び
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
遊

歩
道
（
大
谷
６
―
28
）

募
集
人
員

20
人
（
申
込
多
数
の
場
合

抽
選)

受
講
料

１，

０
０
０
円

申
込
方
法

８
月
21
日
D
ま
で
に
電
話

か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
、
氏
名
、
住

所
、
電
話
番
号
、
年
齢
を
伝
え

る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
課

1(

571)

３
２
３
４

5(

585)

１
６
３
４

お
知
ら
せ

14

先方への電話は８月１日以
降にお願いします。

【ゆずります】
●ハムスター用ケージuバ
ンダイパピプペットu無料
でu王丸

おおまる

1(915)8008
●車型歩行器uディズニー
u５千円●ベビー服、女児
用子供服、婦人服、小物な
どu50円～●ジュニアシー
トu灰色uリクライニング
式u新品u５千円●マタニ
ティワンピースu９号u８
千円u古川

ふるかわ

1(592)2586
●Ａ型ベビーカーuアップ
リカu紺色u千円●ベビー
バスuネットと水温計付u

無料で●ベビーベッドu茶
色uベッドガード付u２千
円u今村

いまむら

1(573)3798
●チャイルドシートuカー
メイトu新生児からu５千
円●自転車u26インチu緑
色u補助イス付u２千円u

林
はやし

1090(8767)4603

【ゆずってください】
●麻生学園系列幼稚園制服、
体操服などu女児用uＭサ
イズu無料でu山口

やまぐち

1(502)
1179

《このコーナーの掲載希望は》
ハガキに、住所、氏名(匿

名は不可)、電話番号、品物
名(色、サイズ、特徴など詳
しく)、有料・無料の別(有
料の場合は１万円を上限と
する希望価格)などを書いて
市役所広報担当に送ってく
ださい。

※ このコーナーは、リサ
イクルを進めるための伝
言板です。営利目的での
利用はご遠慮ください。
なお、品物の引き取り

方法やクレームについて
は、直接当事者間で話し
合ってください。

環
　
境�

お
届
け
し
ま
す

リ
サ
イ
ク
ル
肥
料
「
博
多
の
び
の
び
」

パ
パ
マ
マ
教
室

参
加
者
募
集

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

受
講
生
募
集

子
育
て
教
室

親
子
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

健
康
教
室

2002.  8.  1 市報かすが



お
知
ら
せ

15

６
月
に
行
っ
た
建
設
工
事
の
入
札
結

果(

工
事
金
額
５，

０
０
０
万
円
以
上
）

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
春
日
市
立
春
日
北
小
学
校
校
舎
プ
ー

ル
増
築
工
事
建
築
本
体
工
事

工
事
期
間

６
月
27
日
〜
平
成
15
年

２
月
28
日

契
約
金
額

２
億
９，

２
９
５
万
円

工
事
業
者

上
村
建
設
・
永
田
建
設

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

○
春
日
市
立
春
日
西
中
学
校
校
舎
増
築

工
事
建
築
主
体
工
事

工
事
期
間

６
月
27
日
〜
平
成
15
年

３
月
14
日

契
約
金
額

２
億
６，

３
５
５
万
円

工
事
業
者

!
高
松
組

（
財
政
課
）

５
月
18
日
現
在
、
福
岡
県
内
で
の
交

通
死
亡
事
故
が
１
５
２
件
も
発
生
し
て

お
り
、
前
年
と
比
べ
る
と
25
件
も
増
加

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
筑
紫
野
署
管
内

で
の
二
輪
車
に
よ
る
死
亡
事
故
も
多
発

し
て
い
ま
す
。

８
月
は
、
夏
休
み
や
お
盆
の
長
期
休

暇
で
、
行
楽
や
帰
省
な
ど
外
出
す
る
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。
運
転
者
も
歩
行

者
も
交
通
事
故
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

運
転
者

▽
ス
ピ
ー
ド
は
控
え
め
に
し
ま
し
ょ
う

▽
確
実
な
安
全
確
認
を
行
い
ま
し
ょ
う

歩
行
者

▽
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う

▽
夜
間
は
反
射
材
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う

（
筑
紫
野
警
察
署
）

市
報
７
月
１
日
号
に
掲
載
し
た
「
ね

ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
文
化
祭
」
の
開
催
日

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

種
目

福
岡
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
交
流

大
会
（
篠
栗
町
）

開
催
日

９
月
10
日
C
（
変
更
前
８
月

24
日
G)

問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課
高
齢
担

当

春
日
市
制
30
周
年
を
記
念
し
て
11

月
24
日
に
「
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
向
け
、
現
在
、

市
民
実
行
委
員
会
が
楽
し
い
事
業
を

企
画
中
で
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、「
井
上
孝
治

い
の
う
え
こ
う
じ

写
真
展
」
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
今
後
市
報
で
随
時
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

多
発
し
て
い
ま
す

交
通
死
亡
事
故

そ
の
他�

市
が
行
う
建
設
工
事

入
札
結
果

春
日
市
制
30
年
記
念
事
業

市
民
実
行
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
　
１

昭和33年6月　白水大池
※ 井上孝治

いのう え こ う じ

さん（故人）は、昭和30年代の春日市を中心に｢みち｣をテーマ
に撮られた写真家です。人びとの表情や生活の情景が写された写真は、私
たちに温かい何かを思いおこさせてくれます。

出前トーク「市長と語る」は、現在、平日の午後７時から９時に各地
区公民館で行っています。しかし、夜間は参加しづらいという声も寄せ
られています。
そこで、これまで参加できなかったみなさんのために、週末の午前中

に出前トークを開催します。
ぜひ、ご参加ください。手話通訳もあります。

日時 ８月31日G

午前10時～正午
※　10月27日Aにも予定しています。
会場 ふれあい文化センターサンホール(大谷６―24)
※ 当日は、駐車場が大変混雑することが予想されます。できる限り、
最寄りの交通機関を利用するか、自転車・徒歩でお越しください。
定員 ２００人(当日先着順)
※ 就学前児童を対象に託児(定員20人、申込先着順、無料)を行います。
希望する人は、８月１日E～16日F(平日のみ)までに電話で申し込ん
でください。
申込・問い合わせ先 行政管理課

週末の午前中に行います
出前トーク「市長と語る」

ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
文
化
祭

日
程
変
更
の
お
知
ら
せ



みてみてきいて�

学ぶ楽しさ

ワールドカップ決勝戦が

行われたその日、ＮＨＫ教

育テレビの芸術劇場中継で

「心中天網島
しんじゅうてんのあみじま

」が放映された。

昨年から市が開いている

文学講座を受講して、慣れ

ない「変体がな」の浄瑠璃

文学を学習している。今年

の教材は奇
く

しくも「心中天

網島」。慣れないながらも、

少しずつ読めるようになっ

てきていた。

番組を見ていると、なん

と勉強したせりふがそのま

ま、役者の口から出てくる、

出てくる。まさに喜びの瞬

間、鳥肌が立った。

この番組をビデオに録画

し、今後の講義に合わせて

楽しみたいと思っている。

まるで自分が役者になった

かのように。

60歳を過ぎて講座に参加

し、学ぶことの楽しさを改

めて知った。

フルフルペンネーム

　ハガキに題名、住所、氏名、電話番
号を書いて送ってください。とく名や
ペンネームも可。�
　なお、編集の都合で、原文を要約し
たり、表現を変えたりすることがあります。�
あて先　〒８１６－８５０１春日市役所　　
　　　広報担当「エッセイ」係�
※　掲載した人には図書券（500円分）
　を進呈します。�

船
舶
職
員
法
に
基
づ
く
５
年
ご
と
の

免
許
更
新
講
習
で
す
。

日
程

▽
８
月
８
日
・
17
日
・
22
日
・

31
日
▽
９
月
５
日
・
14
日
・
19

日
・
28
日

時
間

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜

（
受
付
　
午
前
８
時
30
分
〜
）

講
習
時
間

１
時
間
30
分
（
失
効
の
場

合
は
３
時
間
）

受
講
料

８，

０
０
０
円
（
失
効
の
場

合
は
１
万
４，

４
２
０
円
）

※

持
参
す
る
も
の
な
ど
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

&
関
門
海
技
協
会
福

岡
海
技
免
許
セ
ン
タ
ー

1(

452)

１
４
１
６

障
害
児
・
者
の
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人
（
平
成
13
年
度
分
が
所
得
制
限
な

ど
に
よ
っ
て
支
給
が
停
止
し
て
い
る
人

を
含
む
）
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要

で
す
。

こ
れ
は
、
現
在
の
収
入
状
況
な
ど
を

確
認
す
る
た
め
に
、
毎
年
行
っ
て
い
る

も
の
で
す
。

対
象
者
に
は
個
別
に
通
知
し
ま
す
の

で
、
必
ず
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

手
当
の
種
類

▽
障
害
児
福
祉
手
当

▽
特
別
障
害
者
福
祉
手
当

▽
経
過
的
福
祉
手
当

▽
春
日
市
心
身
障
害
者
福
祉
手
当

▽
特
別
児
童
扶
養
手
当

受
付
期
間

８
月
12
日
B
〜
８
月
30
日

F

※

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
み
こ
ど
も

未
来
課
で
受
け
付
け
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
障
害
課

障
害
担
当

市
内
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
10
チ
ャ
ン

ネ
ル
で
、
ま
ち
の
情
報
を
毎
日
夜
８
時

か
ら
放
送
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
議
会
が
開
か
れ
て
い
る
時

は
、
議
場
か
ら
生
中
継
し
て
い
ま
す
。

再
放
送

午
前
３
時
、
７
時
、
11
時
、

午
後
４
時

問
い
合
わ
せ
先

ケ
ー
ブ
ル
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
福
岡

1(

587)

１
８
０
０

国
際
交
流
活
動
を
行
っ
て
い
る
５
人

以
上
の
市
民
団
体
を
対
象
に
、
そ
の
活

動
経
費
を
助
成
し
ま
す
。

12
月
ま
で
に
活
動
を
予
定
し
て
い
る

団
体
で
補
助
を
希
望
す
る
場
合
は
、
８

月
中
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
活
動

▽
文
化
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
交
流

活
動

▽
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

※

平
成
15
年
１
月
以
降
に
行
う
活
動

に
つ
い
て
も
随
時
、
相
談
や
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

補
助
金
額

活
動
に
要
す
る
経
費
に
応

じ
て
、
そ
の
　

か
ら
　

ま
で

(

上
限
は
30
万
円)

※

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

地
域
づ
く
り
課
地
域

づ
く
り
担
当

福
岡
県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

は
、
同
校
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
に
設
置

し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
21
台
の
利
用
を
開

放
し
て
い
ま
す
。
会
社
単
位
で
利
用
し

お
知
ら
せ

16

ま
せ
ん
か
。

利
用
料

１
時
間
２
０
０
円
（
全
パ
ソ

コ
ン
と
教
室
の
利
用
を
含
む
）

※

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
立
久
留
米
高
等
技

術
専
門
校
附
設
人
材
開
発
セ
ン

タ
ー

1
０
９
４
２(

30)

０
５
６
０

小
型
船
舶
操
縦
士
の
免
許
更
新

テ
レ
ビ
で
見
る
わ
が
街
情
報

ぶ
る
ぶ
るKASU

G
A

か

す

が

M
arket

マ
ー
ケ
ッ
ト

障
害
児
・
者
の
手
当

現
況
届
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す

市
民
の
国
際
交
流
を
応
援
し
ま
す

春
日
市
国
際
交
流
事
業
補
助
制
度

パ
ソ
コ
ン
教
室
開
放

研
修
に
利
用
し
ま
せ
ん
か

突然、電話やハガキで｢安く旅行に参加できる会

に入会しないか｣、｢当選したので景品を取りに来

て｣などと誘われ、指定場所に出向いてみると、長

時間の説明を聞かされた後、巧みに高額なアクセ

サリーや絵画、パソコンなどの購入契約を結ばさ

れてしまうという被害が増加しています。

たとえ入会や商品購入を断っても、執ようかつ

強引な勧誘で、仕方なく高額なクレジット契約を

結ばされ、支払いに苦しむケースもあります。

心当たりのない業者から誘われても、決して出

向かないようにしてください。もし、トラブルが

起きたときは、すぐに相談しましょう。

春日市消費者相談窓口

相談日 毎週月・木曜（祝日の際は翌日）

時間 午前10時～午後３時

場所 市役所２階市民相談室

1(584)１１１１

アポイントセールスの被害増加
うまい話にご用心
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下
白
水
地
区
に
宗
葉
ど
ん(

惣
破
と

も
書
く)

の
伝
承
が
残
っ
て
い
ま
す
。

「
江
戸
時
代
の
文
政

ぶ
ん
せ
い

の
こ
ろ
、
下
白

水
は
大
干
ば
つ
の
た
め
、
稲
が
実
ら
ず

年
貢
が
払
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
農
民

の
苦
境
を
見
て
、
庄
屋
の
宗
葉
は
、
年

貢
の
減
免
を
藩
に
願
い
出
ま
し
た
。
願

い
は
聞
き
届
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
耳
が

聞
こ
え
な
か
っ
た
宗
葉
は
拒
絶
さ
れ
た

と
勘
違
い
し
て
頭
を
横
に
振
っ
た
の
で
、

無
礼
者
と
し
て
手
打
ち
と
な
り
ま
し
た
。

農
民
は
哀
れ
ん
で
供
養
の
た
め
に
墓
を

建
て
ま
し
た
。
干
ば
つ
の
年
に
な
る
と

火
の
玉
が
上
が
り
、
村
人
は
こ
れ
を
宗

葉
火
と
呼
び
ま
し
た
」

こ
れ
が
そ
の
話
で
す
が
、
異
説
が
あ

り
ま
す
。
異
説
で
は
手
打
ち
に
な
っ
て

死
ん
だ
の
は
、
庄
屋
で
は
な
く
庄
屋
の

使
用
人
と
も
手
代
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。年
貢
の
減
免
は
村
人
全
員
の
願
い
、

村
民
の
強
い
意
思
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
な
ら
願
い
出
て
、
死
罪
に
な

る
の
は
村
の
代
表
か
庄
屋
で
あ
る
の
が

当
然
な
の
に
、
な
ぜ
一
般
農
民
で
も
な

い
庄
屋
の
使
用
人
が
犠
牲
に
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
不
思
議
で
す
。

こ
の
話
に
は
歴
史
的
背
景
、
日
本
文

化
に
深
く
根
ざ
す
も
の
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

中
世
は
武
士
だ
け
で
な
く
農
民
も
武

装
し
て
い
ま
し
た
。村
と
村
の
争
い
も
、

上
部
の
権
力
が
介
入
し
て
双
方
の
主
張

を
聞
き
な
が
ら
法
に
よ
っ
て
解
決
す
る

こ
と
は
少
な
く
、
当
事
者
同
士
の
直
接

交
渉
と
な
り
ま
し
た
。
決
裂
す
れ
ば
武

春日市役所（1584-1111）への問い合わせは、各担当課まで

力
衝
突
に
な
り
ま
し
た
。
犠
牲
が
出
れ

ば
報
復
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
神
の
意
志
で
解
決
す
る
方
法
も

あ
り
ま
し
た
。
神
前
で
行
わ
れ
る
湯
起

ゆ

ぎ

請し
ょ
う

や
鉄
火
起
請

て
っ
か
ぎ
し
ょ
う

で
す
。
湯
起
請
は
煮
え

た
ぎ
る
熱
湯
の
中
の
小
石
を
手
で
つ
か

み
出
し
ま
す
。
そ
の
と
き
の
ヤ
ケ
ド
の

傷
が
ひ
ど
か
っ
た
ほ
う
が
負
け
、
つ
ま

り
神
は
正
し
い
ほ
う
に
味
方
す
る
の
で
、

傷
が
少
な
い
ほ
う
が
神
の
意
志
に
沿
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
鉄
火
起
請

は
真
っ
赤
に
焼
け
た
鉄
を
素
手
で
握
り
、

耐
え
兼
ね
て
先
に
放
し
た
ほ
う
が
負
け

で
し
た
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
満
足
に
仕

事
が
で
き
な
い
よ
う
な
重
い
後
遺
症
が

残
り
ま
し
た
。

村
に
住
む
も
の
が
、
村
の
た
め
に
行

う
戦
争
に
し
て
も
、
起
請
に
し
て
も
犠

牲
者
が
出
て
、
村
は
そ
の
た
め
の
補
償

処
置
が
必
要
で
し
た
。
村
の
た
め
の
犠

牲
者
は
、村
落
共
同
体
の
維
持
の
た
め
、

有
力
農
民
で
は
な
く
、
よ
り
弱
者
に
向

か
い
ま
し
た
。
や
が
て
そ
れ
は
、
村
人

で
は
な
く
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め

身
代
わ
り
の
犠
牲
と
な
る
人
を
、
村
で

養
っ
て
い
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
世
が
近
世
に
変
わ
る
秀
吉
の
時
代

に
も
水
争
い
で
戦
争
を
し
た
村
が
、
厳

し
く
罪
を
問
わ
れ
、
秀
吉
の
命
に
よ
っ

て
多
く
の
人
が
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
村
を
代
表
し
て
処
刑
さ
れ
た
の
は
庄

屋
で
は
な
く
、
村
で
養
わ
れ
て
い
た
乞

食
が
身
代
わ
り
に
な
っ
た
と
い
い
ま

す
。一
つ
の
村
に
求
め
ら
れ
る
犠
牲
は
、

庄
屋
や
指
導
者
で
な
く
と
も
よ
か
っ
た

の
で
す
。
そ
こ
で
、
社
会
的
弱
者
が
犠

牲
と
な
り
ま
し
た
。

中
世
だ
け
で
な
く
、
江
戸
時
代
の
筑

前
に
お
い
て
も
身
代
わ
り
犠
牲
が
あ
っ

た
こ
と
を
牛
嶋
英
俊

う
し
じ
ま
ひ
で
と
し

氏
が
指
摘
し
て
い

ま
す
。(
近
世
身
代
わ
り
考
　
近
畿
民

俗)

宗
葉
ど
ん
は
庄
屋
や
村
の
代
表
で
な

か
っ
た
が
、
だ
れ
か
の
身
代
わ
り
で
村

の
た
め
に
手
打
ち
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
宗
葉
ど
ん
の

異
説
が
成
立
す
る
に
は
、
こ
の
よ
う
な

歴
史
的
、
社
会
的
背
景
が
あ
っ
た
と
考

え
て
も
不
思
議
で
は
な
く
、
あ
り
得
る

話
だ
と
人
々
は
考
え
て
い
た
の
で
し
ょ

う
。
現
代
で
も
、
身
代
わ
り
に
よ
り
低

い
地
位
の
別
の
人
が
罪
に
服
す
る
と
い

う
の
は
、
聞
く
話
で
す
。
意
外
と
こ
の

よ
う
に
連
綿
と
続
け
ら
れ
て
い
る
一
つ

の
文
化
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
宗
葉
ど
ん
の
話
が
実
際
あ
っ
た

か
ど
う
か
は
不
明
で
す
。
宗
葉
ど
ん
に

関
す
る
記
録
も
ほ
か
に
は
ま
っ
た
く
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
文
政
時
代
に
は
干

ば
つ
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
確
認
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
宗
葉
ど
ん
の

墓
石
と
伝
え
ら
れ
る
も
の
が
、
下
白
水

の
藤と

う

克
己

か

つ

み

さ
ん
の
敷
地
に
「
惣
破
殿
之

そ

う

ば

ど

ん

の

霊
位

れ

い

い

」
と
書
か
れ
た
立
派
な
供
養
塔
と

と
も
に
、
今
で
も
大
事
に
ま
つ
ら
れ
て

い
ま
す
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会
　
寺
崎
直
利

て
ら
さ
き
な
お
と
し

u
惣
破
殿
之
霊
位
と
書
か

れ
て
い
る
供
養
塔

283

宗
葉

そ

う

ば

（
惣
破
）
ど
ん
異
説

△湯起請の様子を描いた「筑前名所図会
ち く ぜ ん め い し ょ ず え

」湯記証の図
（奥村玉蘭

おくむらぎょくらん

著、田坂大蔵
たさか だ い ぞ う

・春日古文書を読む会校訂）
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8
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル�

1

児童センターで、暑い夏をひんや～り楽しもう！
今年も、夏を楽しむ行事をたくさん予定しています。みんなで遊びにきてね。
おすすめ行事 uプールあそび　uそうめん流し　u毛勝のかいだん(毛勝児童セ

ンター）u夜の動物園へ行こう(３館合同で福岡市南動植物園へ行きます)
など
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詩
吟
を
始
め
て
、
今
年
で
15
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
何
か
一
つ
永
く
続
け
ら

れ
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
る
も
の
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
た
と
き
に
、
友
人
に
誘

わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
▼
詩
吟

の
習
い
始
め
は
、
口
を
大
き
く
開
け
て

「
あ
い
う
え
お
」
と
母
音
で
の
発
音

練
習
と
、
腹
の
底
か
ら
声
を
出
す
複
式

呼
吸
の
練
習
の
繰
り
返
し
で
す
。
以
前

か
ら
カ
ラ
オ
ケ
に
は
自
信
が
あ
っ
た
の

で
す
が
、
な
か
な
か
腹
か
ら
声
を
出
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
息
切
れ

も
し
、
声
が
続
か
ず
苦
し
か
っ
た
事
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
▼
と
こ
ろ
で
、
私
の

住
む
那
珂
川
町
に
は
松
口
月
城

ま
つ
ぐ
ち
げ
つ
じ
ょ
う

と
い
う

詩
人
が
い
て
、
多
く
の
漢
詩
を
残
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
記
念
し
て
、
ミ

リ
カ
ロ
ー
デ
ン
那
珂
川
に
は
同
氏
の
記

念
館
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
始
め
た

こ
ろ
は
息
切
れ
し
て
苦
し
か
っ
た
私

も
、
今
で
は
、
同
氏
の
作
っ
た
漢
詩
を
、

部
下
の
結
婚
披
露
宴
な
ど
で
吟
じ
さ
せ

て
も
ら
う
の
が
、
楽
し
み
と
な
っ
て
い

ま
す
▼
詩
吟
教
室
は
、
公
民
館
で
週
１

回
、
２
時
間
程
度
行
わ
れ
て
お
り
、
会

員
は
中
高
年
層
が
大
半
を
占
め
て
い
ま

す
。
新
た
に
習
い
始
め
る
人
は
わ
ず
か

で
会
員
は
減
少
傾
向
で
す
が
、
芸
術
文

化
を
継
承
す
る
た
め
に
も
、
今
後
も
詩

吟
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

(

結)

詩
吟
の
楽
し
さ

問１　②５kgまで
問２　②江戸時代
問３　①返さなければならない
問４　③光町
問５　①４つ
（応募総数　65通）

愛称、デザインを募集するのは？
①コメディバス
②コミュニティバス
③コマワリバス

8月から制度が変わるのは？
①児童手当
②児童扶養手当
③特別児童扶養手当

歴史講座はどこである？
①奴国の丘歴史資料館
②ふれあい文化センター
③いきいきプラザ

リサイクル肥料の名前は？
①春日すくすく
②福岡わくわく
③博多のびのび

８月31日に行われるのは？
①出前トーク「市長と語る」
②あんどん祭り
③夏休みの宿題の片付け

ヒント　ほかのページを見てください。

応募方法　ハガキに、①市報の月日号②
クイズの答え③住所④氏名⑤電話
番号⑥市報に関する感想や要望な
どを書いて、送ってください。

あて先　〒816－8501
春日市役所広報担当

締め切り日　8月20日C（必着）
※ 全問正解者の中から抽選で、10人
に図書券（500円分）を差し上げます。
なお、賞品の発送をもって発表に代

えさせていただきます。

問1

問2

問3

問4

問5

市
内
の
小
中
学
校
で
Ａ
Ｌ
Ｔ(

外

国
語
指
導
助
手)

と
し
て
活
躍
し
て

い
た
パ
ス
カ
ル
･
ベ
イ
ガ
ー
先
生

と
チ
ャ
ー
ル
ズ
･
マ
ハ
フ
ィ
ー
先

生
が
１
学
期
を
最
後
に
日
本
を
去

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

パ
ス
カ
ル
先
生
は
１
年
間
、
チ

ャ
ー
ル
ズ
先
生
は
１
学
期
間
の
勤

務
で
し
た
。

パ
ス
カ
ル
先
生
は
日
本
で
生
活

す
る
の
は
２
度
目
で
す
が
、
前
回

は
海
軍
の
仕
事
で
の
来
日
だ
っ
た

た
め
、
春
日
市
で
の
一
人
暮
ら
し

が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
様
子
。
九

州
は
も
ち
ろ
ん
、
全
国
を
旅
し
た

そ
う
で
す
。
中
で
も
大
阪
や
京
都

は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
た

よ
う
で
す
。

積
極
的
な
性
格
の
パ
ス
カ
ル
先

生
は
、
何
で
も
体
験
し
て
み
る
の

が
モ
ッ
ト
ー
で
、
日
本
文
化
に
も

い
ろ
い
ろ
挑
戦
し
て
み
た
そ
う
で

す
が
、
お
刺
身
や
お
寿
司
な
ど
の

生
魚
は
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
先
生
は
６
年
前
に

来
日
し
、
や
は
り
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て

佐
賀
県
の
学
校
に
勤
務
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
の
４
月
に
春
日
市

に
転
勤
し
て
き
ま
し
た
。
日
本
で

お
気
に
入
り
の
都
市
は
や
は
り
京

都
だ
そ
う
で
、
す
べ
て
の
風
景
が

絵
葉
書
の
よ
う
に
見
え
た
そ
う
で

す
。日

本
の
学
校
で
一
番
の
思
い
出

は
、「
給
食
か
な
。
教
室
で
み
ん
な

が
一
斉
に
食
事
を
し
出
し
た
と
き

は
び
っ
く
り
し
た
よ
。
だ
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
で
は
教
室
で
物
を
食
べ

て
は
い
け
な
い
っ
て
教
わ
っ
た
か

ら
ね
。
で
も
、
実
際
食
べ
て
み
る

と
健
康
的
で
お
い
し
い
の
で
大
好

き
に
な
っ
た
よ
」
と
パ
ス
カ
ル
先

生
。「

昼
休
み
に
み
ん
な
と
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
を
し
た
こ
と
で
す
ね
。
本

当
に
毎
日
し
た
ん
で
す
よ
。
サ
ッ

カ
ー
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
に
誘

わ
れ
た
り
も
し
た
け
れ
ど
、
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
が
１
番
楽
し
か
っ
た
で

す
」
と
チ
ャ
ー
ル
ズ
先
生
。
２
人

と
も
子
ど
も
た
ち
と
う
ち
と
け
て

い
た
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

パ
ス
カ
ル
先
生
は
、
最
初
は
生

徒
の
名
前
も
よ
く
覚
え
ら
れ
な
か

っ
た
そ
う
で
す
が
、
今
年
に
入
り

や
っ
と
み
ん
な
の
名
前
も
覚
え
た

の
に
と
残
念
が
っ
て
い
ま
す
。

チ
ャ
ー
ル
ズ
先
生
も
最
初
か
ら

赴
任
先
が
春
日
市
だ
っ
た
ら
ど
ん

な
に
楽
し
か
っ
た
だ
ろ
う
と
悲
し

そ
う
で
し
た
。

２
人
と
も
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
し

た
後
は
、
大
学
院
に
戻
り
、
パ
ス

カ
ル
先
生
は
Ｍ
Ｂ
Ａ(

経
営
管
理
学

修
士)

の
資
格
取
得
を
目
指
し
、
チ

ャ
ー
ル
ズ
先
生
は
核
の
不
拡
散
に

つ
い
て
勉
強
し
て
国
連
職
員
を
目

指
す
そ
う
で
す
。
特
に
チ
ャ
ー
ル

ズ
先
生
は
大
学
の
関
係
で
終
業
式

に
出
な
い
ま
ま
帰
国
す
る
こ
と
を
、

大
変
申
し
訳
な
い
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

「E
n
jo
y
E
n
g
lish
.
D
o
n
't

give
u
p
!(

英
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△「はしご車に乗ったよ」６月16日、春日北中防災訓練

市報かすが
発行／春日市役所
編集／春日市役所情報政策課広報担当
印刷／（資）四ヶ所印刷
〒816-8501 福岡県春日市原町3丁目１番地5
1092（584）1111
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/URL

●市の人口　１０７，８１６人�
　　　　　（前月比＋114人） �

　　女５４，６２５人　男５３，１９１人�
●世帯数　　４１，７３２世帯�

●転入　505人　●出生　  95人�

●転出　451人　●死亡　  40人�

　　　　　　　　（6月30日現在）�

今年も全国大会に出場します�今年も全国大会に出場します�今年も全国大会に出場します�

大和町公民館�大和町公民館�

市内の小学生ソフトボール
チーム｢小倉第二ジュニアソフ
ト｣が今年も全国大会に出場す
ることになりました。
同チームは、５月13日、大
川市で開かれた｢全日本小学生
ソフトボール大会福岡県大会｣
で見事優勝。昨年に引き続き
全国大会への出場権を獲得し
たものです。
全国大会は、８月８日から、
滋賀県守山

もりやま

市で行われます。
昨年は残念ながら１回戦で

敗退しましたが、今年はその
悔しさをバネに、団員35人が
全国制覇を目指して日夜練習
に励んでいます。
市民の皆さんの応援をお願

いします。

大和町公民館で、６月30日、子どもたちが地区のお年寄りと一
緒に七夕飾りを作りました。
福祉推進委員会が、伝統行事を通して地域の結びつきを強めよう

と呼びかけたもので、町内のお年寄りや子ども会育成会など約40
人が参加。
子どもたちは、お年寄りに習って飾りを作ったり、思い思いの願

い事を短冊に書いたりした後、準備された青笹に飾り付けました。
会場では、お年寄りが汗をかいている子どもたちをうちわであお

いであげる姿も見られるなど、お年寄りの知恵だけでなく、愛情も
伝わる交流会となりました。

（広報レポーター　姚
よう

暁　
しようさん

）

今年も全国大会に出場します�今年も全国大会に出場します�

大和町公民館�大和町公民館�大和町公民館�

△「昔はね、朝露を集めて墨をすったのよ…」

△２年連続出場に福岡県代表として闘志を燃やす団員たち




